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論 文 内 容 の 要 旨
この論丈は、 アメリカに最初の大学が創設 されてか ら南北戦争 に至 るまでの期間 に澄け る大学
制慶 の発達 を研甕 したものであるが、特に次 に示すア メリカ大学 制度の特質 とされてい るものが、
いかなる原因 によって形成 されたかを追求する ことに:重点が置 かれている。
この論丈に論いては、 アメリカ大単制度 の特質 として、次の三点があげ られている。 しか して
その第一の特質は、大学管理 に論ける部外 管理体制 である。すなわち、 ヨーロッパの大単 が教橿、
研究 をは じめと して教官任免 に至るまで大幅な教官 自治 が慣習的 に認められてい るのに対 して、
アメリカの大学は、学問の教授、研究 については素入 の部外者 によって構成 され る理事会に よっ
て管理 され、 いわゆる素人支配(■ay通ancOntrOユ 】 の原則 が確立 され ている。 この理事
会は通{殊 財産の管理、年間予算 の配分、学長以下全職員の任命、俸給 の決定、教育方針、学則 、
学科課程、履修基準 の決定等大学管理に関する一切の最終的権限 を与 えられてい る。 第二 の特質
は、 アメリカの大学 の機能 の複雑 多様性 である。 すなわち、一般教育が大栄教育のかなり重要 な
一部 を構成す るとい う点 に於いて ヨーロ 嚇パの中等教育機関 の機能を行ない、 また専 門学校 と大
学が明瞭 に区別され ていない ことに よって、 ヨーロ ヴパの高等専門学校の機能を も担当 している。
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またアメリカの大単は一般大衆に対する奉仕機関でもある。 しか もこれ らの機能は一個の大単の
内部に翻ハても厳然 と区別されているとは言い難い。第三の特質は、大単教育の機会の拡大化と
大衆化 であり、その必然的結果 とし}ご学科課程の多様化 と実用化が行なわれていることである。
この論文は三部より構成されている。第一部に澄いては、は じめてアメリカにみいて大学が創
設されるに際して、そのモデルとされた第17世紀に澄けるオックスみ 一 ド大学及びケンブリッ
ジ大学の制度及び慣習を取り扱い、その伝統的性格及び運用について論述した。第二部に冷いて
は、アメリカ初期の大学がオリクスフ矛一 ドとケンブリッジの両大学をモデルにしたことを立証し、
その創立に当って前記両大学の諸卸鍍:及び慣習を可能な限り採 り入れ ようと努力しつつ も、当時
における植民地の特殊事情が母国に撫ける大学制度や慣習を再現することを不可能に した事情を
説明 し、これを変容せざるを得 なくなった兼i騨を究明して、その後アメリカ合衆国に海ける独特
の大学制度成立の根底がしだいに形成されてい く過程を解明した。第三部にお・いては、アメリカ
独立戦争 より南北戦争開始までの期間に澄けるアメリカ諸大学の制陵成立の事実を取 り扱い、こ
の期問に創立 された総合大学 としての州立大攣のモデル、理念、性格、制度等を検討するととも
に、植民地時代に創設された旧い型の大学に撫いても独立後の社会事情の変化に伴って、その内
部に凄いて諸制度及び慣習に種々な変容がみられてきた事実を明らかにした。 この期間に澄いて
は、 ドイツの大単制度に関する関心も深ま り、その影響 を受けて自国の大学制度の改革が重要な
問題 として採 りあげられ、 これに関する理論的批判と具体的左改革案が相次いで提示され、大学
制度改革の気運が高め られてきたので、 これ らの事項に関しても取り扱い、その後に行なわれる
アメリカに澄ける大学制度の大改革の根底を明らかにすることに努めた。
論 文 審'査 結 果 の 要 旨
この論文は三部 より構成されている。その第一部はア刈 力縢 ける大学が創設されるに際 して、
そのモデルとされた第十七世紀に訟けるオックスタ才一 ド及びケンブリリジ両大学の制度及び慣
習を取り扱い、その第こ部に澄いては、アメリカ初期の大学が、その創設当時母国イギリスの前
記両大学の諸制度を可能な限 り採 φ入れ ようと努めたにもかかわ らず、当時の植民地の特殊事情
がそのままそれを再現することを許さず、それを変容 して、後にアメ リカ大学の特質ともいわれ
るべき諸制度を形成するに至 った理由を解明した。第三部に誇いては、アメ リカ合衆国独立 より
南北戦争開始に至るまでの碑期に澄けるアメリカ合衆国の大学制度の変遷の事実と、 この期間に
みられた大学制度改造に関する論説について論述 した。
この論丈は上記の ような問題を取 り扱ったのであるが、第一部に澄ける論述はかなりたち入っ
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て行なわれているが、すでに行なわれた研究成果を、この論文の主要部分である第二部の基礎 と
なるように整理総合 したものということができる。第二部に澄ける論述は、 アメリカ合衆国の大
単制度のいろいろな特質 として指摘されるものが、植民地に論ける思想的基盤と特殊 な社会事情
のもとに澄いて、 しだい.に形造 られていく経緯を詳細 に論述 したものである瓜 特にアメリカ大・
学の管理方式 としての「部外者管理方式 」の成立の原因と過程を究明したことは注目に価する。
筆三部における論述は一応その形態を整えられたアメリカに澄ける大学制度が、その国家的独立
をみて、さらにアメリカ的なものに発展する基礎を形造 るに至たる経緯を論述 したのであって、
植民地隣代に創設された古い大学制度の改造と、州立大学とい うアメリカ独自の大学制度の成立
を取り扱い、個々の大学について詳細に研究 した。その際、ア メリカ大学機横の複雑化 。多様化、
学科目の拡:大と細分化、選択履修制の成立等について論述 した。
これ らの諸問題に関する研究は、アメリカ合衆国留学中より用意 した文献並びに各大学より審
贈された個 々の大学史に基づいて行 なわれたのであるが、この論文提出者が日本の研究者 として
の:立揚 から論述 しているので、 アメリカ合衆国の単者が 自国のものとして論議する場合には、と
うていみることのできない解釈が行なわれていたことは注目に価すると同時に高 ぐ評価されなけ
ればならない。
わが国にむけるアメリヵ合衆国の高等教育制度に関する研究は限 られた数に澄いて行なわれて
いるにすぎない。 しかもそれ.は現行制度の調査研究であって、その成立過程に関するものはまれ
である。 このような眸処に細いて、この論文においてこの種の研究が行なわれたことは、そこに .
問題設定の仕方、資料の取 り扱い方、配列の方法に不備がみ られはするAわ が国に訟けるアメ
リカ高等教育制度発達史研究上 に一つの責献をしたものとい うことができる。
よってこの論:文提出者に教育単縛士の学位を授.与することを滴当とみとめる。
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